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タイ北部山地林内で約500年
維持されている伝統的チャ栽培

原植生の大径木を被陰樹や
薪炭材採取用の森林パッチとして
上層に残し、その下層でチャ樹
(Camellia sinensis var.　
assamica)を栽培

林内をウシの放牧にも利用

収穫された茶葉は
発酵茶「ミアン」の生産に用いられる

そのため林内茶園は
「ミアン林(pa miang)」と呼ばれる

伝統的チャ栽培形態「ミアン林」

集落を囲むミアン林の遠景

チャ樹 ミアン林の内部















ミアン：発酵茶（食用茶）

発酵・食用茶の一形態

タイでは北部にて生産および消費

喫煙時や食後、また来客の
供応時に食される

カフェインによる覚醒作用から
農作業などの肉体労働時にも利用

タイ北部における冠婚葬祭を含む
宗教儀礼にはミアンが供される

市場で売られるミアン

供具として売られるミアン



ミアンの生産工程：収穫
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ミアンの生産工程：蒸す



ミアンの生産工程：発酵
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ミアンの生産工程：発酵



ミアンの生産工程：出荷



ミアンの生産工程：出荷



ミアンの生産工程：出荷～市場



茶生産物の分類

不発酵茶（緑茶）
：加熱による酵素の不活性化

発酵茶（紅茶）
：萎凋（水分の蒸発）、揉捻、発酵

半発酵茶（ウーロン茶）
：発酵茶の工程を途中で止めたもの

後発酵茶（本発表での「発酵茶」は後発酵茶を指す）
：加熱処理（蒸熱・煮沸・薫蒸）した後に嫌気状態で発酵



発酵茶生産地の広域的分布

発酵茶生産地　

[守屋 1981 ;佐々木 1981;中村 1992;宮川ら 2003;佐々木 2006;竹田晋也氏 私信より作成]

チャ樹の原産地である
中国西南部に起源し、
東南アジアでは主に
大陸部山地で生産・消費
[橋本 1964;松本 1998;佐々木 1982など]

チャ樹栽培を中心とした
林地利用の広域的な分布



「照葉樹林文化論」とのかかわり

中尾佐助（1966）
「栽培植物と農耕の起源」

ヒマラヤ山脈の麓から
アッサム、南アジア北部山地、
雲南高地、揚子江の山地から
日本の西南部に至る
「照葉樹林帯」における
生活文化にみられる
共通の文化要素に注目

これまでの概括的・共通項を
重視した研究姿勢

出典：佐々木高明（1982）



本日の内容

これまで一概に述べられてきたミアン生産および伝播経路
について、その多様性を示唆

発酵茶を軸とした文化の展開とその地域連関を考察

今後、照葉樹林文化論再考察への一助



タイ北部での市場調査

0　　　　100km



タイ北部での市場調査



北東部でみられるミアン



北東部でみられるミアン



市場および臨地調査
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「北東部タイプ」ミアン生産工程：収穫
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「北東部タイプ」ミアン生産工程：蒸す



「北東部タイプ」ミアン生産工程：蒸す



「北東部タイプ」ミアン生産工程：発酵（好気）



「北東部タイプ」ミアン生産工程：発酵（好気）



「北東部タイプ」ミアン生産工程：発酵（嫌気）



2系統のミアン

チェンマイタイプミアン市場

ミアンが販売されていなかった市場

北東部タイプミアン生産地

ラオス国内のミアン生産地

北東部タイプミアン市場

チェンマイタイプミアン生産地
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葉の形態
加熱用具

（　）内は時間
一次発酵（好気）

（　）内は日数
二次発酵（嫌気）

（　）内は日数 備考

⑥

④

③

⑤

②

①

( a )

半葉
成葉
～大葉

全葉
若葉

全葉
若葉

全葉
成葉

全葉
若葉

全葉
新芽

全葉
若葉

全葉
成葉

ミアン用
かまど

（2）

ミアン用かまど
（2.5）

炊事用かまど
（1）

ミアン用
かまど
（1.5~3）

ミアン用かまど
（2.5）

炊事用かまど
（1.5）

ミアン用かまど
（1.5）

炊事用かまど
（0.5以下）

甕に入れ水に浸す（5）

甕に入れ水に浸しフト
モモの葉で蓋（5）

甕に塩と共に詰め
水に浸す（3）

なし

蒸し器の中に放置
（4~5）

竹筒に詰め
地上に放置
（3）

ｾﾒﾝﾄ樽または牛糞で密閉
した竹かご（30以上）

カビを洗い流し
地中のセメント穴に
詰める（10）

カビを洗い流し再度甕に入れ
水に浸す

（30）

ビニール敷き竹かご
またはｾﾒﾝﾄ樽で発酵
（10~30）

カビを洗い流し再度
甕に入れ水に浸す

（15）

竹筒または甕に
詰め放置（10～）

カビが生えたら
そのまま木の
樽に移す（10）

竹筒に水を注ぎ
バナナの葉で蓋（10）

現在はｾﾒﾝﾄ樽またはｾﾒﾝﾄで
固めた地中が一般的

現在は自給目的の小規模生産
に移行

周辺地域ではなく都市部に出荷

主に村内で売買数世帯のみが
都市に卸す

10年前から竹が取れなくなり、ﾌﾟ
ﾗｽﾁｯｸ製品に変わった

現在では発酵に
ポリバケツを使用

自給目的、余剰が出た
時のみ村内の市場で販売

ラ
オ
ス

北
東
部
タ
イ
プ

タ
イ
プ

チ
ェ
ン
マ
イ

( b )

なし

なし



2系統のミアン

チェンマイタイプミアン市場

ミアンが販売されていなかった市場

北東部タイプミアン生産地

ラオス国内のミアン生産地

北東部タイプミアン市場

チェンマイタイプミアン生産地

( a )

④⑥

③

①

②

LAOS

MYANMAR

( b )

⑤



タイ北部における発酵茶文化の展開

ミャンマーだけでなく、ラオスから伝播した可能性

大量生産のチェンマイタイプと2段階発酵を行う北東部タイプを

統合した生産形態
2方向より伝播した発酵茶生産のタイ独自の発展

今後より広域での発酵茶生産の伝播経路を明らかにする
手段として期待できるのではないか



発酵茶生産地の広域的分布

発酵茶生産地　

[守屋 1981 ;佐々木 1981;中村 1992;宮川ら 2003;佐々木 2006;竹田晋也氏 私信より作成]



バタ：自生古樹（1700年？）

1700年？



ﾅﾝﾇｰ山：栽培古樹（ラフ族・5~600年？）



イブ山：栽培古樹（ヤオ・イ族？）



ｼﾞﾉｰ山：栽培古樹（ｼﾞﾉｰ族・500年？）



現在の利用≠栽培（利用）起源

古樹を持つ集落に必ずしも茶利用がみられるわけではない

ﾌﾟｰｱｰﾙ茶ブームに乗った古樹の再利用

どの集落も過去はプーラン族の居住履歴が有

　 山地に居住していたプーラン族が、

　人口の多いハニ・ラフ族の山地への流入に押され、

　　　より高地へと移住した。

　　　 チャ樹の有る場所を選択しハニ・ラフ族が定住

　　　つまり当初から換金作物としての茶栽培



ではプーラン族の茶利用とは？



ﾌﾟｰﾗﾝ族・竹筒酸茶













酸茶と各地発酵茶との関係

この地域のﾌﾟｰﾗﾝ族は上座部仏教

200年ほど前タイ族またはミャンマーから直接伝わったとの説
丁度ミャンマーのシャン州に茶種子伝来の伝説？

　　 仏教を伝えたタイ族またはミャンマーによる酸茶逆輸入？？



今後の展望（ライフワーク？）

各地域における発酵茶文化の独自の発展、
それらを総合的にみた地域連関、
また日本まで続く‘発酵茶の来た道’を明らかにしたい



2001年日本食レストランが販売した緑茶飲料が

引き金となり、「緑茶ブーム」が起こる

2003年には日本・中国からの緑茶輸入量が増大
（2003年における日本からの輸入量は前年度の41%増）
[ジェトロセンサー 2004年6月]

2005年におけるタイ緑茶市場：

30社が参入

市場規模3.5億バーツ（7000万米ドル）
[朝日新聞 2005年4月]

発酵茶を巡る現代的課題



目的茶生産物ごとのチャ樹管理

ミアン生産 飲料茶生産

Camellia sinensis var. asamica

1~3m 0.7~1m

2~3年毎 3~4ヶ月毎

4回/年 6回/年

成葉 新芽または若葉

チャ樹

チャの樹高

剪定

チャ葉の収穫回数

収穫するチャ葉



目的茶生産物ごとの生産工程

ミアン生産 飲料茶生産

蒸す、漬ける、整形、出荷 出荷

薪炭材、樽状の蒸し器、発酵槽、
竹かご、帯状の竹

竹かご

収穫後の工程

生産に必要な
道具など

チャ樹の管理・剪定法を変えるだけで転換が可能

ミアンに比べ、飲料茶生産は低労働コスト



生産物別世帯数の比較

2002年 2004年

ミアンのみ生産
25戸 (83%)

(n = 30)

どちらも生産
4戸 (13%)

飲料茶のみ生産 1戸 (3%)

ミアンのみ生産
18戸 (64%)

どちらも生産
6戸 (22%)

飲料茶のみ生産 4戸 (14%)

(n = 28)

2年間で飲料茶を生産する世帯が倍増



115 ton
117,200B

93,200B
(80%)

50%
(62,500B)

20%
(24,000B)

61,400B
(50%)

茶葉生産量および粗収入比較

2002年 2004年

90%
(104 ton)

10%
(11 ton)　

67%
(59 ton)

33%
(29 ton)
　

*B = バーツ (1B = 0.02USD)

生産量

粗収入

生産量

粗収入

88 ton
123,900B

総生産量

総粗収入

ミアン生産量

飲料茶生産量

ミアンからの粗収入

飲料茶からの粗収入

外周

内周

2002 2004



飲料茶のみ
飲料茶のみ

(n = 1)

ミアンのみ
飲料茶のみ

(n = 3)

転換パターン別世帯ｸﾞﾙｰﾌﾟごとの粗収入変化

ミアンのみ
ミアンのみ

(n = 14)

茶生産物
2002年

2004年

3.7

9.0

3.7

4.0

2.0

42,000

111,000

62,000

45,000

21,000

14,000

12,000

18,000

13,000

11,000

2.9

6.0

1.7

2.8

2.0

労働者
(人/世帯)

労働者あたり
粗収入

(バーツ/人)
粗収入

(バーツ/戸)
労働者

(人/世帯)

2002年 2004年

33,000

108,000

36,000

40,000

50,000

14,000

18,000

22,000

15,000

25,000

労働者あたり
粗収入

(バーツ/人)
粗収入

(バーツ/戸)

ミアンのみ
どちらも

(n = 1)

どちらも
どちらも

(n = 4)



2004年

外資系企業が経営する製茶工場
国内用および台湾への出荷用に
緑茶を生産

生産者

PM村内仲買人B

新たな仲買人の出現による販売経路の確立

新芽・若芽
10バーツ/kg

収穫日に出荷

13バーツ/kg

生産者

PM村内仲買人A

隣村のチャ葉乾燥工場

タイ国内企業が経営する製茶工
場
国内用に紅茶・中国茶を生産

2002年

3バーツ/kg

3.5バーツ/kg

天日干した成葉

粉砕した成葉









なぜ茶を作るのか、どのように茶から離れるのか

近年著しい山地での土地利用転換が、
森林利用、共同体の経済状況に及ぼす影響

これまでの共同体維持と具体的に何が変わっていくのだろうか



ご清聴ありがとうございました
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